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国際交流の経験から



博物館を活用した国際交流の
新たな可能性の大発見！

交流

時間を

超える

地域を

越える



事業の目的

•昭和日常博物館のホームページ
を英語で作成し、外国人が利用
しやすいようにする。

•昭和日常博物館が提供している
サービスを外国人も享受できる
ようにする。



事業の効果

１．第1回日本博物館協会賞受賞
した内容を世界に発信する基礎づ
くりができた
２．外国人訪問者にわかりやすく
情報を伝えることができるように
なった
３．当博物館の価値や意義、位置
づけを示すことができるように
なった



事業実施期間

2020年 6月 1日 から
2021年 2月 28日まで

制作者の人数

•外国人留学生25名

•外国人来館者10名 翻訳者1名

•ホームページ制作者1名

•総括ディレクター1名



代表者による来館



代表者による来館



代表者による打ち合わせ



経営学部の講義



経営学部の講義



経営学部の講義



打ち合わせ



作り込み



作り込み



https://showa-era-lifestyle-museum.city.kitanagoya.lg.jp/

https://showa-era-lifestyle-museum.city.kitanagoya.lg.jp/


完成披露目会



完成披露目会



特に工夫した点・苦労した点

１．学術的内容の翻訳

２．英語のマナー、トーン

３．「懐かしい」を英語でも

感じてもらえる工夫

４．ホームページの様式

５．博物館全体の内容理解



課題

英語版のアップデート

誰が、いつ、どのような頻度で、

行うかは未定



2021年5月

受賞者紹介ビデオ制作中

To be continued・・・・・・?


